
大分県豊肥圏地域公共交通利便増進実施計画の概要

豊肥圏における公共交通ネットワークの形成方針

現状と今後の方針

基礎情報

≪作成主体≫
大分県、臼杵市、竹田市、豊後大野市
≪区域≫
臼杵市、竹田市、豊後大野市の全域
≪対象路線≫
臼三線、長湯線、田中線、大久保線、重岡線
≪計画期間≫
令和３年１０月１日～令和８年９月３０日

協議事項

臼三線
【臼杵～野津～豊後大野（三重）】

• 路線を野津市で分割し、利用実態を考慮し、それぞれの方面で運行水準の適正化を行うことで、利便性を維持しつつ、運行効率の改
善を検討する。＜協議中＞

長湯線
【竹田～久住～直入】

• 平日は通学利用や日常利用への対応を中心に長期的な維持可能な路線への再編に向けて、利用の低迷する便の運行区間の短縮やサー
ビス水準の調整による運行効率性の改善及び通学利用者の利便性の向上について検討する。＜協議中＞

田中線
【竹田～豊後大野（大野）】

• 通学利用や日常利用への対応を中心に長期的な維持可能な路線への再編に向けて、運行効率性の向上と通学利用者の利便性向上のた
め、運行区間やダイヤの変更について検討する。＜協議中＞

大久保線
【竹田～豊後大野（緒方）】

• 豊後大野市内ではコミュニティバスと競合しているため、運行経路の変更による運行効率性の向上と利便性向上を検討。＜協議中＞
• 通院需要に合わせた運行ダイヤへ変更することで、利用者の利便性の向上を図る。＜協議中＞

重岡線
【豊後大野（三重）～佐伯（柿木）】

• 新たな運賃体系（ゾーン制運賃）の適用による利便性の向上。（佐伯市内）
• 需要に応じたサービス水準の整理、ダイヤ調整及び運行区間の短縮による運行効率性の向上。
• 令和3年10月1日より柿木線として運行。

第２期計画の策定以降も、地域間路線の利用者数は減
少傾向が継続し、路線の維持に向けて引き続き問題が生
じていることから、利用実態を見極めつつも、各路線の
あり方について関係者間で継続的に協議を行っている。
特に、高校生等による日常的な利用が存在するものの、
利用者数が減少傾向にあり、自治体の財政負担の増加要
因となっている長湯線、臼三線を中心に、運行区間の再
編やサービス水準の調整について、関係自治体、交通事
業者で継続して協議を行う。


